
`

第甘九十銅四鴨 漱)日五月八年二+和 曜

 

京都帝

305



(二)(醐 三策)日五月八年二十和昭

 

京都帝大學新麟
薦哺

一

 

六十六暑

ら

を

・
r
除

曜

〆
ひ

、

へ

㌔

リ
ヒ

愛
ー

ノ
甲

1
£
な

・
〃
解
昌

レ門
月
日
ヘ
ノ
の
渚

項
ま
1

1
'
X
口
漸
聞

動
ム

か、、
ぞ
Y

こ
ω

碑
め

4

の

あ

っ
ワ
、

旨
＼

4
声
ー

の
輿
^

ー

'
る
㌔
剛

徒
達

r
卸

」
L
>
ム
L
型
て

ゐ

勾
、
噂,
、
卸
♂

甲
ム

'
現

白

口
曜
・弓
備

へ
o
批
刊

,
ぱ

な
/

ノ
、
學
住

・
ロ

」

な
や
み

、
起

つ

「
匹
し
r
あ

つ
て
・

レ
し

孟
～

」じ
、

助
翻

「
學
生
論

」

L
な
㌧
熱
う

重
愛

あ

b

、
最
硬

に
域
冶

論
、

ノ
v
ー

ノ

リ

ム
恋酬
力
、
へ竃
円
の

時
局

如
何
r

ー

'
物

'〃

「
ひ
、
」
F
く
か
義
身

ろ
む

つ

'
教

へ
b

馴
て
ゐ

9
瓢

を
論技

々
は
斑

械

な
ド

雇
は
な

h
な

㌧
、
"

現

白
は
、

制
膨

●
時

・
人

の
騒

昌
の
騨
界

た
の

ア

(R

奉
詳
へ
評

o

p
圓
)

4
里

然
、貿
口男

氏
翠

}債
値
資
本
及
地
代

ウ
イ

ク
セ

ル

ー
償
綿

寳
へ
及

但
代
L

刀
こ

の
七

ひ
北
野
能

浄
男
氏

よ

り

理
倫

維
齊
照

叢
君
第

h
編

」
ー
'
邦

謬
さ

引

原
苫
ド
臼
由似
ク

ヌ
ー

■
ワ
で
ク

f
-
ば
、

こ

」
ー
紹
介

ら

り
葉

も
な
く

、
㎏

猷

ス

エ
〒

/
力
牛
オ

た
縛
跨
理
論

`
旨

伍

」
あ

9
、
彼

,
邊
瑞

の
也

な

'
済

げ

カ
ゆ

ク
'
、
長

レ
く
剛
界

ゑ

`
鶴

み

b
剛
な
カ

,
ル

刀
、
同
颪
晒

田
眞
儂

は
決

し
て
㌔

つ
ま
r

ぜ
厳
,
.
句
0
4

の

～
な
カ

つ

、
畏

彼
,
へ
斜
粛
膨

ー

右

」
氏

理
命

駄

ー

」
弔

3

蕗

。ぜ展

の
力

圃

≦
R
-
-

」4

㌔

γ

く
漸
川

η
凌

達
呼

-
嬰

、

ル

L

り

功

漉

礎
し

て

、
も
、

取
「
あ

巾
界

ー

於

・
理

論

ぽ
へ
鷲

、

V
イ
ク

・
し

ー

ツ
,

弾
・
ー
-

っ
レ
斬

巨

-

＼
ー
目
、む

舷
'
つ

」

て

'

」
ノ

ゆ

」
カ
M

飛
津

特

聯

"
レ

甲
L

問
題

0
貴
叡
利

」
、
耳

r
努

劇

上

題

～
關
聯
し

て
如
何

～
瞳

み
彼

刀
へ
囎
岨

の
中

心
と

な
つ
て

鞠

⇔
力
苓

差

一

♪

r
あ

O
、
輝

け

勧
傳
無

〃
勢
咄
る
ケ

ン
プ

リ

ッ
チ
躍
み
仏
の
田
召
召
ケ
ィ

ン
ス
す
ら

・も

彼

の
前
に
頭

汐
ト

け
な
け

れ
は
な

b
鳳

」

服

部

祈

力
,

へ

こ
も

あ

甲
、
虹
代

ω
ー
競
債

伯
一の

削埋
蛮
川は
㌦

そ
02
ぱ

め

ち
り

て

ば
、

あ

勾
ひ

ば
し
珊
胸

肉
果
分

欣
6

1

二

Q
限
界
切

哨

・
珂
含
、

歩

弁

ば

敏
箏

附
色
彩

〃
も

つ

】
り
の

般
均

衡

の
琿
論

}
、
ツ
争

よ

り

ー

々
燭

目

の

二
,
ア

ン
ス

ガ
も

つ
て

〆
♪
、

」
で

ー

ρ

つ

r
績

一
さ

灘
人r
カ

ー
し

・

な

し

ろ
垂
最

近

の
岬

愕
琢

の
特

散

刀
永

め

ー
7!

0
た

b
は
、

ま

」

㎏
醐

ω
痛

へ
口肖

も

㌔

一

ヤ

ツ
ィ

ク

ル
ば

、

`
禰
挿

の
第

一
位

ー
あ

り
へ

く
も

ー

山

≠
啄
で
ウ

イ
ク

セ
ル

の
ζ

骸
唄
ぱ
、

"
肝

論

`

切

～
檀

ー

'
、

涛

ω
に
魯

＼門

ゐ
り

同

ら

、

チ

階

け
到
毫

も

あ
」

-

七
野

氏

よ

つ
て
欝

弓
・
、
至

債
値

倉

爪
硬

理
代

」
ー
弊

y

ー
ー
て
、

"
♪

又

自

、

四
ー
貝

η
ー

.
κ
4

の
`
.鳳

・

ハ
カ
、

ウ
f
ク

し

ノ
刀
焔
♂
'
自

ー

栂
7
i

'
㎡
4

ぬ
り
、
H

碇
ー
あ

、

'
霞

ω
ポ
駕
斑
砦

動

曜

ー

ー

ー

見

ろ

o
劃
期

山

ら
」
h

'
、

ロ

囚

侍
ぱ
」
」
廻
孤
債

埴
論

批
剣

館

事茜

、
4

珊
僧
値

の
儂
格

五
放

亀
勤

・

る
啓
塁
顎
汐
説

な
㍉

ワ
フ

ノ、脳
昭な

晶
監
均

衡
論

へ
の
道

行
の
必

然
性

〃

4
1
・

更

●

讐
療
器
械

一
般

盤

森

田

商

店

-
駅
踵
獄
舅
円
通
一
條
F
ル

電
話
ヒ
五
し
丘
番
■
五
七
ハ番

喝

土
木
建
集
請
資
業

鹿

島

伊

之

助

ろ

県

鴎

査
田

-

胴
達
町

石

癌

語

卜

(
3
)
b

四

ヒ

昌

番

キ

"纏 騨
.

尋鍍

京
都
帝
國
大
學
御
用
達

Σ

サ

虚
驚

懸

、蓋

ー

1盈八同

議
除論地
のき
な
亀＼ 〈
M

り♪'、

晰

 

膏
家
具般

吉

田

安

太

郎

繭

店

ー

[丁
駐

」円
照
岬町

帰

岬
ロ
ー

ル

霜

話

i

・
3

四

モ

〈

番

メ火

 

京
都
帝
國
Lへ
學
御
用
達

諜

田

中

製

本

所

右

甲

蹄
至
ロ
mm

心
松
町

ハ

霜

話

ー

へ
3
)

ハ
ー

ハ
番

イ冒
牡
沸
印
事
勢
用
文
具
製
造
元

京
都
帝
國
尺
學
御
用
達

松

田

重

治

郎

⊥
虫

隔
中
町

適
丸

奴
町
-

圃

露

語

ー

へ
3

)

石
番

梼
▲

匙
覚
夢'

(F替 一 ・ω

1ひ 辿

 

⊃し

ーL

P

◆
今
の
老
人
が
子
供
の

時
か
ら
知
つ
て
層
る

猪
印
て
母
親
と
赤
ち

や
ん
の
蚊
取
り
,
そ

れ
は
安
住
の
か
と
り

線
香

.

'.

◆
使
つ
て
少
し
も
害
の

な
い
お
そ
し
て
懸

、タ

メ

闇
番
の
安
住
か
と

り
線
香

◆
色
々
の
傳
染
病
を
媒

介
す
る
蚊
を
と
る

に
は
、
な
く
て

〉

む

は
な
ら
ぬ
安
住

か
と
り
線
香

◆薮

馳
鰹
5

贅
蹟
ま
つ
て
ゐ

る
風
住
か

と
り
線
香
＼

4

株
武
會
就

笥劉 ノト

薬 大 佳 安
{大 勇阪 大

ρ
潟

(
〆

に

}
汎
二
塾
㌧

て

へ
五
ム
・

ワ
・
ル
〃

ω
貧
本
理

論

の
徹

低
幽

な

掛
剛

韻
修
f

〃
企
つ

⇔
τ
比
、
夕
、
貧

徹

ー
義

m
生

産
お
よ

ひ
分
配

の
令
覧
叫

ひ

レ
橘
造

明

に
t
て

の

①
、
激

式

り
使

用
-

'
ぽ

あ

お
カ
、
し
か

も
そ

21
碍
偉

ど

て
初
歩
の

数
學

ω
知

識

グ
も
つ

て
1

分

し
理
解
さ

れ
る
筈

で
あ
る

、
北
野

氏

の
澤

筆

ば

議

句

に

z
ψ
つ
♂
、倣
鴬

妄
極

め
る

こ

し
も

'
そ
の
表

現

あ
～
ま

r
1
明

'
あ

0
カ
、

こ

項
γ
げ

ω
"

1

け
診
麗

せ
る

の
は

一
適
り

の
苫

し

は

な

㌔
し
思

一

団馨

・
附
録

レt

て
ウ
イ

ク
レ

ル
4
傅

及

θ
腐
作
年

譜

p
堕

ビ

リ
昭

、診

り
、

「

獣
船擬
麟
難
灘
謝
翫壁

混
U
♂
傳
「
へ
'
ゐ
る

、
癬
呪漕
鯛
五
眠
史
ー

最

も
頭

ω
鋭
き

煮
、

あ
る
ひ

は
リ
カ

ル
ト

終

い誤
鴛
い
㍉砦
量

 
～

恐

し
く
こ

れ

`
r
権

ー
て
も

轟
色

一

な

ミ

・

～

の

⊃
、
尾

も
學

説
の
ユ

ム曾
β
し
㌧

西

」ウ

ィ
ク

セ
ル
の
珂

論
嫁

ψ
ー

リ
レ
乃

ノ
、

ワ

,
べ
、

ハ
し
ー
ウ

ρ
鑑

風
孤

も
、

、
、
蝉
71
ー

ー
比

へ
'」

翼
痢

㎡

伽理

論

輝

書
げ
劣

勾
ρ
逮

則

積猫掲逸
逸透

勢鴛

釜㌶
監籔
品類品

 

諦
嗣撫

中
村

宗

商

店

申
票
陽

條
重
馬
札
藁
人

藁
話
-
(3
〕
=

四
ハ
番

型
ね
、

・
1

摺
系

6ー
整
d
艮

叙
減

レ
卸

瞬

、
柚
捕
抽

、癒

珊

ω
命
.
、
.敢
呼

さ

万
'

,側
べ

も
彼

比

同
ー
得

の

あ

し

、

削
亀
血
命

層し
順
、論

ω

ー
i

は

ケ
ー
、

な
迫
…
養

目
縞

研

刀
監

ー
リ

ゾ

`

㌧

ド、

、

し
ウ

ィ
ク

r
,

`

へ
梱

r

レ
岬
画

甲

渦

べ
秤

力

敗
4
悔

ー
触
〆
、
4

・

作

ー
4
'

`
5

叫
代
糾

～
押
命

ω

顎
晶

,

〆
り
、

同
角

む
蜜
き

へ
門
調

ん

勾
ヘ

ア
、
τ
ろ

く

般

ω
勘
い善
一あ

⇔
入
-
」

焚

め
'
、

へ
日
拳
詳

論
耐

版

●
二

圓

ー
銭

)

正

し

い
洋

服

は

京

大

御

用

達

若
葉
屋
洋
服
店

蚤 農

語 學

i

扇】

1:11

謂

 

"

出

辮

・晶
定

食

長

谷

川

食

堂

片

駅

両

占
田

本

杜
剛

雷

話

ー

ハ
3
)
h

r

琉

婿

'

'

房

～

306



●

腎ヨ灘 嘩二

 

京都帝大學新聞ぐ口職末う

 

第

暑
中
休
暇
を
よ
そ
に

學
園
の
粛
正
進
む

中
村
漣
難

を
起
用

灘
黙

踏
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携
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萎
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鶏
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燕
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落
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踏
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右
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蠣
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憾
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冒
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司
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れ
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回
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な
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記
睡
と
し
て
起
際
さ
れ
た
瞬
棚

知
己
で
あ
り
、
行
政
官
と
し
て手
腕

難
翰
薦
悔
墨
難
難
購欝
艦
騰
糧

ってつ
たナ

系
～の
日取賞回蝉
郎
L
し
て
濱
田
瘤
長
を
助

け
瀟
製
の
酬
に
あ
た
る
の
て
あ
る
か
二

円
訪
卸る
羨

の
姐
嘉
鳳
つ
た

今
膨
濱
田
轡
Rと
小
い
時
か
b
の
特

別
の
絶
故
r
」へ學
の
串
務
汐
革
正
ず

る
た
め
r來
て
く
れ
と
の
こ
と
で
、

母
穣
の
こ
と
τ
も
あ
り
、
微
力
な
が

ら
働
く
こ
と
に
な
つ
かド、
総
長
の
方

釧
と
し
て
は
た
學
自
b
融
正
浄
化
し

な
け
勲ば
な
b
ぬ
と
い
.副の
て
摯
勢

村
囑

託
語

る

の
で

藤
囑
諒
の酬
讐

馨
さ
れ

ヒ
目
コ
ト
九
R
沸
b
に
脈総
駈齢
厨
鄭
橡

饗
を轡
あ莞
、濡
塗
潔

系
統
と
し
て
も
そ
の
諏
日日
に
從
っ
て

出
來
る
限
り
の
努
力
を
し
て
見
た
い

大
學
内
部
の
事
務
は
特
殊
な
も
の
で

夫
々
大
學
特
別
の
慣
行
も
あ
つ
て
、

最

近

の

講

令

中
村
恒
三
郎

本
學
事
務
を
囑
託
す
、
年
手
當
金
四
干

五
十
圓
給
興
(ヒ
月
比
四
日
附
)

囑
託

中
村
恒
穿
郎

庶
務
課
長
事
務
取
扱
を
命
す

君月記

人
水

占
城

會
計
課
長
代
理
を
命
す

事
務
冨

蟄
田
多
久
藏

庶
務
課
長
夕
免
℃
庶
務
課
勤
務
を
命
ず

(以
士
七
目
赫
九
円
附
)

需
記
冒

岸

興

詳

事
務
官

岸
田

源
壽

又
官
分
限
令
働
レ
一條
第
一項
第
四
號

(事
務
の
都
合
)に
依
b
休
職
を
命
す

(七
目
塀
一目
附
益
通
)

言
記

田
邉

術
久

同
第
.
號
に
依
o
休
職
冷
命
タ
(八
月

一自
附
)

伽
彦

争務
の都
へ"r
よ
ー-休
職
♪バ命
ノ
る

鳩
詮
ま
分限
舞員
曾
の海
閥
う
要
。う
筈

な
虻
A」回
の旗
詫
蒜
奉入
の同
替
力
得

委
員
甘
に
語蘭
ピ
ザ顎
令

普
趙
の
行
政
冒
腰
と
は
べ
に
異
な
る

從
つ
て
私
卜』し
て
は
學
円
の
車
情
を

κ
慮
t
て
大
學
の
目
胸
を
達
す
べ
く

豫
算
ω
運
用
、
串
業
の
絆
禽
、
事
務

り
整
埋
に
窟
る
決
息
て
あ
る
、
拳
務

ω
執
引
に
つ
い
て
は
人
々
一定
の
條

嵐
、
原
則
か
あ
⇔
か
ら
そ
れ
に
從
つ

て
大
學
の
目
的
を
蓮
し
、
大
學
の
橿

威
を
保
竹
ず
る
よ
ら
精
進
努
力
し
お

い
、
是
か
ら
は
將
來
不
縛
事
件
の
護

庄
せ
さ
る
よ
う
、
組
織
の
建
て
直
し

串
務
系
統
の
整
理
に
着
芋
す
る
捜
り

で
あ
る
(買
川翼
は
新
任
の
中
村
恒
三

郎
氏
)

夏
の
夜
の
豪
華

大
文
字
を
魏
賞
す

(+
六
日
)學
士
會

の
催
し

蟹
蓼
劔
馨

お
よ
び
鱗
廿
麟
羅

佛
樂
紳
て
は
、
郵
の
胃
を
飾
る
羅

鯛

犠

騨
の
難
騒
、
八
目
十
六
巨
夜
如
懸

ヶ
嶽
に
懸
火
さ
れ
る
彊
飛
影
の
難

餅

を
、
今
鰭
も
睡
巳
勲
後
七
晒
か
ら
講

爵
籍
紳
橋
配
瀧
の
簾
轡
舘
㎜で
駅
く
こ
と

と
な
つ
た
・
騨

は
愁
獲
盤

獄
に
は

蟹

の恥
価
に
あ
り
、
舗
日
は
飾館
郵

離
を
脚
騨礁
し
魯
気
の
郎H由
蜘
旺川に
仔
せ

よ
けフ
蘇
興
と
し
て

午
後
七
時
か
b
八
時
ま
て
落
議
お
よ

ひ
漫
才
な
ど
あ
り
、
掻
球
峯
も
同
日

に
限
り
無
料
開
放
し
、
条
菓
の
用
怠

も
あ
る
、
な
ほ
十
六
旦
岡
天
の
節
は

十
七
口
に
大
叉
字
瓢
火
延
期
の
筈
て

そ
の
節
は
本
會
器
nも
十
七
日
に
延
期

の
豫
定
、
但
匙
小
雨
の
場
合
は
t
ハ

日
に
決
行
ず
る

夏
期
講
習
盛
況

「萬
葉
調
」
の
講
座
に
集
る
女
性
群

聴

講

四

二

四

名

に

止

る

1

法
錐

▽
賠
債
法
(b
田
敬
授
)

箆
▽
日
本
議
會
嚢
達
史
(小
早
川
助

教
穫
)
15

2
魑
酉毘
子

▽
「凪圧
ホ
ル
モ
ン
と
ヴ

講

く
わ
が
鰍
難
響

線

の
本
製

鄭

期
議
劉
脅

は
本
蝦

第

二
↓
八
跡

を
艦

う
ぐ
つ

の

へ
、
き
る

一
日
か

b
開
講

3

訓
、
申

・込

繕
延

庶
戴

四
二
四
留

、
晦
鰹

の
ヒ

七
九

お
よ

ぬ
ほ

め
い

まん
じ
り

て
つ

名

に
は
及
は

な

い
が
、
遠

く
庸
洲

、
朝

艦
・
潔
概
遣
か
ら
の
謬
袈

も
あ
り
・

灼
け
つ
く
や
う
な
嶽
慰
と
た
、か
ひ
な

が
ら
晦
製
に
い
そ
し
む
擢
々
の
藁
は
い

微
哲
興
の羅

」
で
七
魚

・
弐
い
て

フ
ノし
ゆ

らつ

ニよ
ゆ
も
レ

澤

潟
教
授

の

「
萬
葉

調

の
煮
問
題

」
六

わ
ハ

しノ
そ

四

名
て

、
.れ
は
さ

す
が
に
女

慌
が

そ
の

姦

の
二
を
昨
め
・
漁
肝
騨
齢

の

ゆ「性
ホ
ル
モ
ンと
ヴ
イ
タ
・・
ノ」
も
ζ

ら
凸
ふ
わ
け
か
欝

が
禦
構
じ
媒
＼

黒

座
の醜
講
を
貼
る
飯

急

り
て

.
あ

る

イ
タ
ミ
ン」
(藤
田
講
師
)30

3

工
學

▽
最
近
の
自
動
車
(長

尾
助
教
授
)
7
▽
油
脂
化
學
に
於
け

ろ
新
含
陳
法
賢
瞼
(木
村
働
黎
投
)17

▽
X
線
と
そ
の
コ
業
的
憾
用
(小
島

講
師
)
銘

4
文
學

▽
萬
葉
調
の
藷
問
題

(澤
潟
教
授
)64
▽
現
代
哲
華
の
動
向

(九
鬼
教
遺
汚

5
理
學

▽
ユ
ー
ク
リ
ソ
ド
写
間

と
宇
審
構
塾県
荒
ホ
助
教
授
)19
▽
火

山
地
震
學
(佐

助々
教
授
)5
▽
分
析

化
學
纈
近
03進
歩
き
容
爆
分
嚢

の

胃
冒
(有
概
敬
授
)弼

6
経
濟

▽
最
近
の
蕃

制
問

題
(松
岡
助
整
皿)11

7
農
豊
・

▽
醸
酵死
學
概
論
(片

桐
敬
授
)
27
▽
農
業
簿
記
(大
槻
敬

授
)
37
▽
ボ
ー
ラ
ロ
グ
ラ
フ
の
研
究

及
其
の
懸
用
(館
助
教
授
)19
(罵
眞

は
r
日
九
鬼
教
授
の
講
座
風
景
)

穆
渉
奨
學
金
で

嬬

雨

君
渡
猫

今
秋
九
月
廿
日
頃
出
畿

ナ
チ
ス
●
ド
イ
ゾ
の
耕
饗
轡
で
は
儀
隣

繍
騨
雛
鋸
馨

こ
れ
に
本
蟹
の
溜
い
畷
徳
二
鱒
が
選
ぱ

ロんしマ

ごろ
こく

勲
て
今
秋
九
月
二
十
日
頃
疲
燭
す
る
こ

と
と
な
っ
た
ー

こ
の
聯
れ
の
蕉
瀦
嘆

聡
は
本
製
珊
蟹
鰍
軌
%
騨
理
罫
彊
櫻
隙

灘
難
鱗
講

閥
議

麟
を
・
鑑

は
ベ
ル
リ
ン
懸
製

で
猫
乙
文
製
の
礫
猪
を
す
る
ン
と
r
な

つ
て
ゐ
る
窃
物
寡
繰
謬
難
匙
批

○
歳
で
死
ん
だ
有
名
な
探
緯
家
で
あ

り
且
つ
地
理
璽
貫
動
植
吻
學
義
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
τ
■
フ
オ
ン
●
フ
ン
ボ
ル

ト
氏
の
業
蹟
を
水
久
に
認
念
す
る
れ

あ
濁
閏
科
學
魯
τ
資
金
汐
募
り
そ
れ

に
よ
つ
て
外
國
03
學
生
汐
招
騨
し
て

猫
乙
の
官
や
大
學
た
學
ぱ
せ
る
と
い

ふ
の
で
あ
る
か
今
回
爾
君
が
逡
ば
れ

艶
隙
蜷
麟
霰
蜥譲
諺

多
い

國
民
膿
位
向
上
に

本
學
が
科
學
調
査

衛
生

・建
築
雨
教
室
で

つもな
がら美
し
い・霧
麟牌
の最

震
は二幾
臓
、矯
費

ハ+九
諜
羅

の春
馨
に・
畠
ざ
・

競

簸

無
雛
雛
馨

麗
號

劉
勧
懲

曜
鰯

である
、時轟
に腎
・や
は藁

月呆
羅
灘
毬
で響

衣禦

撚
騒
饗

講
諜
蕪
難
欝
烈鍵

ガ
ラじ
り

げ
ん

あつ

を
集
め

て
ゐ
る

の
は
九
鬼

教
授

の

「
現

騨
る

こ
と
ど

な
つ
た

も
の

て
・
す

つ
こ
の

瞭
殿
慰
伽
敵
欝
の
職
騒
が
講

酔
麟
省
一

の
新
諾
を
め
ぐ
つ
て
織
燐
虻
で
喧
し
く

急
藷
さ
れ
て
ゐ
る
撚
梱
か
b
・
こ
和が

稗
蟹
鰹
隷
輩

の
た
め
本
腰
鱒
職
離

襟
蟹
鋤
撚
影
・
払
彫
離
繊
築
璽
現
劉
が

熊

を
利
際
し
て耐
釈
罫
の
破
蚕

、

蟹
監
十
鋸
額
が
蔚
誰
・
大
晴
献
駐

で

藩
錘
贈
て
あ
る

仕
」居
間
題

に
臨臨し
て
は

一
、
譲

別
、
都
鄙
別
、
室
の
用
途
別

磯
業
別
に
よ
り
侃
居
の
現
駄
に
つ
い

て
(1
)隔
壁
の
構
造
と
氣
候
調
節
力

(2
)防
暑
力
獄(3
)防
実
ゐ
孤
(4
)

換
氣
(5
)探
光
お
よ
び
照
明
(6
)防

碍
(7
)肩
痛
(8
)給
水
(9
)排
承
な

ら
ひ
に
浩
物
腱
琿
(10
)保
安
、
防
響

騒
昔
防
止
(11
)防
鼠
、
防
虫
筆
の
諸

黙
に
つ
い
て
調
査

二
、
建
簑
吻
の
用
途
圃
調
亘

三
、
而
外
地
建
設
吻
法
の
内
容
考
倉
な

ら
び
に
過
群
生
活
の
麓

調
食
、
標

四離

ボ

年麺
窪
謬
総
灘

馳鐸

る
屋蓉

在
時
間
の
調
査

力
て
ゐ
る

跡
欝
の畿
寧
に
基
き
辱
騰
彫
、
静
鄙
膨

職
慰
彫
・
際
愈
麗
よ
り
臨
た
佐
腎
の
鰍

郡
傷
教
授

理
學
部
驚

郡
場

蟹
興
鰹
統
講
お
よ
び
輩
撰

録
を
樹
て

樺

太

へ

博
-
は
ム
る
仕
九

よ
う
と
い
ふ
の
て

肝
02繭
脚日
札
岬
に
開
か
れ
距
第
玉
二
回

辮
蕪
離
篇醒
蕪
纏
縢
蝶
燃

つ
い
て
調
査
を
行
か

衣
服
問
題

に
つ
い
て
ド
湾

本
珊
お
よ
ひ
灘
灘
翰
恥
鳶
焼
の
鰐
儲
駿

蟹

絨
姦

ひ
こ
ぞ
緬蹴

髪

}
、
衣
服
の
熱
衛
生
學
藤

究

ご鰯響
諜
寵鑛

篇

び
に
そ
の
衛
生
學
酌
砒
判

三
、
衣
服
な
b
ひ
に
そ
の
菅
用
方
猛
の

改
良
是
正

畢
の
瓢
に
つ
い
て
藤
翻

罫

ん
キ

る
も
の
て
あ
る
、
こ
7ー
ら
骸
循
の
舞

は
臨

蟹

向
戸

向
つ
て
巳
本
越
の

炎
天
下

若
人
の
華

イ

ン
タ
亀■
■
■
■
層

●

ノ、

イ

終

る

集

箋
箏

・
蟄
夢
躍

の
る
?
賢
た
ぎ
る
欝

の
難

の
早
轟

の本
肇

b
ひ
翫
ガ
獲
憲
酷
諜

凄

・
黎

萄

ば
七
同
ヒ
昆

射
夢

ト
・
プ
に
火
罐
切
ら
れ
・
菓
西
嶋
難

艶

繍

す
ゑ
円叡
と
n
璽

色
蒙
り
?
t
妊

い
桑
ー

墾
読

を
籔

し
た
が
二上

5
昊
ブ
ゐ

農
裁

農

霧
を
鼻

と
し

ご
ぜヘ

ゴ
く

ゆ

て
二
旬
に

わ
た
る
勢

購
の
幕

ろ
}閉
ち
た

庭

球

穴 十 フぐ 首 二
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膏(蝋)

四
帝
大
聯
盟
ー
催聯弟
六
回
全
國
口回辱
庭

球
大
會
京
都
ゾ
ー
ン
は
ト
五
臼.か
b
卜

九
R
玄
て
本
學
コ
ー
ト
(
一祁

・筒
コ

ー
ト
)
て
畢
行
、
局枚
の
部
τ
は
甲
南

ご
年
連
勝
、專
門
學
孜
の
部
で
は
印
歌

山
高
商
二
年
連
綾
優
勝
し
た

高
校
の
部

△
一
回
戦

大

阪

3
1ー
ウ侮

專
門
學
校
の
部

△
一回
戦

岐
早
藥
專
3
-2
大
理
外
語

大
阪
商
大
謙
5
-0
泉
都
n岡露

和
歌
山
高
商
3
12
岬戸
尚工

泉
郁
高
工
3
1
2
.毒
局農

高
松
高
商
3
i
2
同
恥
囎
局
商

ム
ニ
回
戦

彦
根
高
商
3
-
2
京
暫
大
豫

大阪
商
大
豫
3
1
2
岐
呈
蓄
弾

和
散
山
高
商
宰
を

鼠
都
尚工

高
訟
筒
繭

3
-
2
聲

高
蕎

△
唯
藩総
3
…
2
彦
磐
署

5
1
0
高
松
畠
酉

△
決

勝

和
歌
山
口同商
5

0
べ
阪
商
人
線

【全
國
決
勝
】

全・國
庚
勝
は
二
卜
六
か
b
一目
間
本
學

コ
董
ト
で
畢
行
さ
れ
た
が
渦
稼
で
は
八

口圓
二
年
連
覇
、
專
門
學
燦
で
は
名
古
屋
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岡
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百
占
1、

 

十六号

豊
か
な
人
問

完
成
の
熟
情

蕪
難

筆

ゐ
る
」
だ
が
、
「こ
の
脛

瞼
の
慣
電
な
る
吟
昧
の
か
ゆいり
に
敗

北
と
誤
謬
を
輩
純
に
詞
一
親
し
て蕎

い
館
へ
紛
ふ
こ
と
な
き
奴
と
な
つ
て

」
身
を
寄
せ
た
り
、
非
合
理
的
な
逆

説
的
な
ド
グ
マが
鳥
な
曽
里
の
嬬
蟷

と
し
て荊
搏
き
し
た
り
し
て
ゐ
る
の

が
硯
存
ω
有
糠
で
あ
る
o
げ
に
潮
の

退
い
た
愛
の
「
卜
潟
に
は
糠
々
た
残

倖
や
悪
一謬
が
叢
生
し
丸
」
時
代
の

旺
し
い
批
判
と
拓
取
の
方
向
が
雇膨立

さ
れ
な
い
が
故
に
、
釜
々
若
い
世
代

は
牛
f椚懸

の
冷
晶戒に
一旦
つ
て
壁
魎

に
迷
ば
ね
ば
た
ら
ぬ
o

◇

溜
い世
代
の
藤
に
あ
る
晒
様
は
-そ

の
行
手
の廊
い
、
影
に
つ
よ
い
糠
難
の

就
め
暑

る
路
て
あ
る
遥

,憲

卦

ボ

セま

つ
て
た
げ
駕
て
、し
繁
へぱ
、
忽
ち
害

ハら

し

a
b
の
重
雪
に
息
を
と
め
ら
わ
て
且
舞

タ
ギ

ふ
L
程
の
も
の
で
あ
b
、
いや
が
5
ヘ

ゴうノつ

ユつ

に
も
賢
♪.
と
教
蚕
キ
必
要
と
し
て
ゐ
る

俄
P
は
姫
何
旋
る
"
塚
の
雌
も
需
識

と
し
て
マ
ル
ク
ス
醤
擬
の
一献
の
眞
馳

懲
を
瓜
に
す
る
ほ
ど
・
一晒
期
に
於
け

る
撚
々
の
繊
轡
へ
の
マ
ル
ク
ス協
鰐
のし

滲
透
は
激
し
か
つ
た
o
が
、
そ
の
後
始

制
爆
郷
鱈

な
薯

て
は
ゐ
な
い
。

◇

と
の
概
沌
の
噸
に
於
て
、
中
修早日A口

意

ρ
慕
箋

」
を
穿

・
夢

働
闘
龍
闘
騒
.巳己

巳
.

鵜

飼

随

想

置

鵬
の超
は
美
し
い
。
博罰
卦

ふ偽
が
丁
睡
あ
て
は
穿
る
騰
だ
9
鰹
H

煎
の
雨
に
捧
鍔
腿
賦
の
恥
し
た
撫
れ
の

瓢
な
齢
夕
響

は
巧
に
遡
つ
て
行
く
。

金
鶏
雌
の
翠
繕
の
頂
に
玩
具
の
構
な
占

聴
が
㍗

れ
る
・
舟
や
破
か
ら
降
隠
さ

れ
た
此
の
既
の
爬
々
に
と
h
鵜
飼
は
艦

圏の
醐鳴

ト
ら
う
。
最

は
聾
風
彊
露

働
の
縦

車

覆

郭
に
な
つ
無

か
。
此
の
臨
に
任
む
私
も
珍
ら
t
い難

己
替

力
邸
ろ
腎

黙
す
る
の
か
乱

ん慣
眠
ド
距
つ

て
聖
室

つ
た
'o

＼
、

ヨ

と

し
ゆ
も
よ

ぐ
カ
デ

＼
橋
力

ら
越
る
事

一
晒
問

鯨
、
屡
彪
　

岨剛
け
櫓
礎
}
甲
ト
の
測
淵

に
着

く
。
此

の

ロ
み

だつ

頂

ー
ナ
る

しc
璽
の
陽

も
ト

ゾ
プ
リ
と
沈

ん

で
般
.L
は
実
し

い
岐
甲
提
灯

が

と
も

溝

ぬ
る
。

そ
し

て
齢

の
爬

は
覆
の

瘡
衣

に

魔
ジ
な

が
ら
瀬

れ
に
冷

し
た
ピ

ー
ル

に
鍛
び
響
禽

さ
を
轡

却
る
。
譲

ぜ
れ
は
蒸
や
蕪

と
共
に
花
火
に
封
鯉

r
る
。
珊
蕪

り
の
大
般
で
は
鷺

の

移
献
ぞ
て
も
あ
ら
う
纏
歌
嬌
驚
に
鮎
も

瓢
く
許
り
曙

斯
う
し
て彫
の
一寧

嬢
印
騰
ひ
く

の儘
に
打
世
し
な
が
ら

鵜
般
の
琳
る
の
を
律
つ
講
だ
。
私
は
織

繋

幾
鷺

、爲めに

警

響

聾

表

き
る
響

轟

・刀
の
鵬
雌
に
ボ
ソ
リ
く

と調
い
讐
火

が
瞳
に
飛
迩
ん
で
琳
る
と
欝

は
俄
に

しひゐ

錨
夕
k
げ
も
。
周
園
は
頓
に
活
痢
つ

い
て
、
戦
の際
の
構
な
ざ
は
め
を
と
照

くリ
ムけ

に
へ

張
か
感
じ
ら
れ
る
。
斯
く
て
急
澗
に
乗

つ
た
夢

の姦

は
差
た
く
貯
我

我
の
瞠
眠
に
そ
の
孫
を
浮
び
ヒ
ら
せ

五
月
の
履
が
美
し
く
輝
い
て
上
動
の
森

に
こ
だ
ま
す
る
メ
ー
デ
ー
の
ど
よ
め
き

が
雌
門
の
銀
否
鵜
木
に
憩
ふ
灯
藤

驚

の雌
を
驕
b
た
て
て
や
ま
な
い
時
の製

畷
で
あ
る
・
だ
が
義

な
漕
者
た
ち
は

割
り
切
ηな
い
H
々
を
針
の
や
・りな
碑

緻
で
陽
じ
な
が
ら
・
騨
巳
の婁

を
製

幅

鰻
に
律

ち
得
な

い
岳
な

の
だ
、
臨
レ久

刑
瞭

、
躯
儲
、骸

、
争
柴
嶋

の
睡
に
あ

つ

れ
ぐゼ

れ
ロ

を

ヒ
コ

ト
つ
し

の

て
ヌ
別.一青
彗
が
卒
恥
と
同
皓
に
睦

出

熱
イ
に
綿
職
欝

の
上
、
欝

が
そ
の

牒
活
に
大
き
な
幅
を
し
め
て
熱
て
、
贈

ドく

し
ラセ

北
し
か
か
ら
も
道
義
・
誇
り
に
目
ら
を

し

み

ザヒ

持
ず
こ
と
を
心
懸
け
る
妻
で
あ
る
、
こ

カ
は
欝
あ

無

睡
揮
の
醍
隼

あ
る

つ
に

レ

、
-・
は
占
同貼

の

〃
あ

㌧

い
や
な

こ
と

め

〃
力

日
ら
粥

く
響
r

て
聡
ガ
す

る
意

欲
が
疑

ら
れ

、
生
キ

る
こ
と

の
プ

フ

ン

ィ

ヒド
ロ
や

え
ユナ

を
設
評

す
る

σ14
か
ハ
)
ゴ
<
、
ナ
r
ド
作
臨自

レ
ぴ
レノ

の

12
ア

リ

ス
ム
.が
現
實

〃
あ
り

の
寧
、
、

ド
描
く

こ
>
r

留
つ

て
・
鰍
卿
鰹
稼

覧

々
播
く

こ
、
が

眞
の

リ
ア
リ
ズ

ム
で
あ

る
こ
と

帯

都

は
駁

ふ
.'
き
6
査

も

そ
れ

♪
跳
晒
に

描
か
カ

た
も
の

ド
、
薄

ヒ

ゐ

麟
の
や

5
な
躍

太

い
邊

し
さ
が
欲

け
て

ゐ
る

こ
と
は
膨
似

の
菅
悶

が
撚

々
r
ひ

りゑ

ヨ

む
ひ

た
し
廻
っ

て
來
な

い
の
野
、

こ

3ー

テ
へ　
ぐ

や
ラ
ご
ハ

紋
作
斉

の

ヒ
・
ー

マ
ニ
ズ
ム
が
決
宿

し

ナ
も

の
と

〔
へ
や
う
、
糞

リ
ア

リ
ズ
ム

は
償
晶

の
諦
綱

鰍
留
り

ド
継
す

る
に
で

ぎ
ビ　
ゆ

あ
る

、
ヒ

㌔
に

は
作
斉

の
テ
イ

レ
ダ

ン

テ
リ
ズ

ム

へ
の
た
や
み

が
か
拝

そ
く
も

描
か

71
て
ゐ

る
じ
は̀
撚

々
の
胸

r
侭
る

亀
の
が

あ
る

(
イ

ン
テ
リ
ゲ

ン
チ
、
副

圓
)

9

.愛

族

も

く

ヶ

ゐ

タ
.
.
た
な
11

坤
噺

悼
樂

劇
爾
r
見

-
火

き

ゴ

の
亭

い
よ
と

ω
漁
ド
ナ
ら

9

陣
堵

%
の
版
r
に
諭
か

り

れ
う

b
ぶ

71
て

ノ
ノ

む

笛
叫後

河
の
難

維収
b
う
も

　
し

O

N

らげ

の

ン

巾
や
こ

の
風
ド
吹

か
る

、
麻

た
る
か

働

め
る
繭

の
な
ほ

い
た
む
ら
し

X

一
鳶

基
な

る
日
の

し
き
玄
く
鰹

に
あ

れ

け
齪

風
唱

の
膿
ひ

す
ど
し
ろ

。

＼

ま

か
ロ

筑
紫

路
は
穿

巾
口水

つ
ぎ
岬
水
川

の
姉

の

家

』
も
目

酬
申
ゆ

か
弓

＼

ノ

ニ

ヤ

バ

槍

沢
の
客

匹
り
し

よ
り
鈎
の
園

ド
還
け

ぬ

ぬ

る
響

の
ブ
露

か
な
..

ぎナ

こ

わ
や
こ

の
自
良

の
濱
の
目
砂

∩
貝
砂

た

り
け
ー3
家

包
に

せ
し
。

㌧

のこリ

タ
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イ
ゆ
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や
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悔
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人
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つづ

能
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d
臣ル
路
開の
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目語
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す
9

か

く

ノ
ー
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り

や
L
色
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は
る
湯

の
瞠

の
小

ぼ
ぞ
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棄
判

官
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謬
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黙
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と
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な
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が
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